
臨
床
研
究
に
お
け
る
対
象
者
の
適
正
選
定
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
 
 

－
 
平
等
権
に
よ
る
再
構
築
 
－
 
 

湯
沢
薙
彦
・
宇
部
木
伸
編
 
 

『
人
の
法
と
医
の
倫
理
』
肌
8
 
 

二
〇
〇
四
年
三
月
信
山
社
刊
 
 

光
 
石
 
忠
 
敬
 
 
 

光石 忠敬 参考人 提出  
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一
 
は
じ
め
 
に
 
 

治
験
、
臨
床
研
究
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
・
遺
伝
子
解
析
研
究
な
ど
に
つ
い
て
研
究
審
査
委
貞
会
で
科
学
面
・
倫
理
面
の
審
査
に
携
 
 

わ
っ
て
い
る
と
、
多
く
の
研
究
計
画
に
通
底
す
る
問
題
に
ぷ
つ
か
る
。
筆
者
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
中
央
の
第
三
者
審
査
シ
 
 

ス
テ
ム
の
萌
芽
と
も
呼
ぶ
べ
き
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
委
員
会
・
蹄
床
評
価
刊
行
会
な
ど
の
場
で
、
ま
た
、
「
医
薬
品
の
臨
床
試
験
の
実
 
 

施
に
関
す
る
基
準
」
G
C
P
で
外
部
審
査
委
員
が
義
務
付
け
ら
れ
た
前
後
か
ら
は
病
院
の
研
究
審
査
委
貞
会
な
ど
の
場
で
、
医
 
 

科
学
の
非
専
門
家
・
市
民
・
法
律
家
の
立
場
か
ら
、
人
に
つ
い
て
の
医
科
学
研
究
（
以
下
、
臨
床
研
究
と
い
う
）
の
研
究
対
象
と
 
 

イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
 
 

さ
れ
る
個
人
の
人
権
を
擁
護
し
臨
床
研
究
の
公
正
さ
を
保
つ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
続
け
て
き
た
。
 
 
 

実
際
の
第
三
者
審
査
は
臨
床
研
究
の
表
層
を
な
で
る
顆
の
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
、
そ
の
場
合
、
研
究
対
象
者
 
 

の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
権
利
は
虚
仮
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
社
会
は
な
す
べ
き
制
度
整
備
を
せ
ず
に
個
人
 
 

の
同
意
に
背
負
い
き
れ
な
い
役
割
を
課
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
法
と
倫
理
の
観
点
か
ら
筆
者
が
懸
念
し
続
け
て
き
た
基
本
 
 

的
な
問
題
の
一
つ
が
そ
れ
で
あ
る
。
 
 
 

施
設
ご
と
の
第
三
者
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
の
実
態
は
、
概
ね
機
能
不
全
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
場
合
、
研
究
 
 

対
象
者
の
同
意
は
無
意
味
か
つ
有
害
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
科
学
的
・
倫
理
的
審
査
が
十
分
で
あ
る
と
の
虚
構
の
上
に
イ
ン
フ
 
 

ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
が
置
か
れ
る
か
ら
同
意
は
そ
の
土
台
を
失
う
し
、
誤
解
や
錯
誤
に
よ
っ
て
研
究
の
対
象
と
さ
れ
 
 

る
と
い
う
人
権
侵
害
が
同
音
芸
ヨ
へ
の
サ
イ
ン
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
先
ず
、
臨
床
研
究
に
伴
う
対
象
者
の
犠
牲
・
負
担
を
概
観
す
る
。
臨
床
研
究
が
与
え
得
る
益
の
側
面
が
強
調
さ
 
 

、
，
1
 
 

れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
第
三
者
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
 
描
 
 
 

十 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー  

は
し
め
に
 
 

問
題
の
所
在
 
 

C
T
⊥
O
M
S
国
際
指
針
に
お
け
る
倫
理
原
則
の
問
題
認
識
お
よ
び
限
界
 
 

研
究
対
象
者
が
有
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
権
利
と
平
等
権
の
関
係
 
 

研
究
対
象
者
の
犠
牲
・
負
担
．
 
 

第
三
者
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
の
現
実
 
 

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
現
実
 
 

同
意
能
力
の
欠
如
ま
た
は
同
意
の
自
発
性
欠
如
判
定
の
現
実
 
 

代
行
判
断
の
法
理
再
考
 
 

研
究
対
象
者
保
護
法
要
綱
試
案
の
提
案
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の
理
念
上
お
よ
び
実
務
上
の
限
界
を
見
据
え
る
。
十
分
に
は
決
し
て
行
わ
れ
得
な
い
両
者
の
本
質
お
よ
び
限
界
を
自
覚
す
る
と
、
 
 

研
究
対
象
者
の
平
等
権
の
視
点
が
初
め
て
見
え
て
く
る
。
自
己
決
定
権
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
は
平
 
 

等
権
に
基
づ
き
再
構
築
さ
れ
る
べ
し
と
い
う
の
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
筆
者
が
勝
島
次
郎
・
栗
原
千
絵
千
両
氏
 
 

（
2
）
 
 

と
共
に
作
成
・
公
表
し
た
「
研
究
対
象
者
保
護
法
要
綱
試
案
」
を
一
部
紹
介
し
っ
つ
、
再
構
築
の
考
え
方
に
沿
っ
て
幾
つ
か
の
 
 

公
共
政
策
的
な
提
言
を
し
て
み
た
い
。
 
 

二
 
間
題
の
所
在
 
 

最
初
に
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か
を
も
う
少
し
詰
め
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

メ
デ
ィ
シ
ン
 
 

医
学
・
医
療
に
対
す
る
ル
ー
ル
の
世
界
で
、
研
究
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
 
 

の
比
重
が
増
し
て
い
る
。
特
に
、
医
療
行
為
の
限
界
に
位
置
す
る
臨
床
研
究
の
分
野
で
は
、
実
施
を
正
当
化
す
る
板
子
と
し
て
 
 

の
役
割
が
、
研
究
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
第
一
に
、
臨
床
研
究
そ
れ
自
体
、
研
究
対
象
者
に
犠
牲
・
負
担
を
強
い
る
本
質
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
臨
床
研
 
 

究
に
は
、
研
究
計
画
の
段
階
・
レ
ベ
ル
で
研
究
の
意
義
、
科
学
性
、
倫
理
性
に
問
題
の
あ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
 
 

そ
の
段
階
・
レ
ベ
ル
で
の
問
題
が
解
消
し
て
も
、
個
々
の
研
究
対
象
者
を
選
定
す
る
段
階
・
レ
ベ
ル
で
参
加
の
意
義
、
予
測
さ
 
 

れ
る
直
接
的
益
の
有
無
、
程
度
、
危
険
性
等
に
つ
い
て
曖
昧
か
つ
不
明
な
も
の
が
多
い
。
個
人
の
具
体
的
な
状
況
に
お
い
て
、
 
 

個
人
に
直
接
的
益
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
、
ど
の
程
度
か
、
参
加
に
値
す
る
か
否
か
は
、
個
人
に
と
っ
て
判
断
の
困
 
 

難
な
場
合
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
女
性
・
子
ど
も
な
ど
、
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
患
者
た
ち
が
参
加
で
き
な
い
の
は
不
平
等
と
 
 

主
張
さ
れ
臨
床
研
究
で
し
か
与
え
ら
れ
な
い
利
益
が
過
大
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
益
と
危
険
性
は
あ
く
ま
で
 
 

も
予
測
の
上
に
立
っ
た
確
率
の
問
題
で
し
か
な
く
、
参
加
が
求
め
ら
れ
る
時
点
に
お
け
る
個
人
の
具
体
的
な
症
状
・
予
後
等
と
 
 

の
総
合
判
断
の
問
題
で
あ
る
。
故
に
、
医
療
機
関
・
研
究
者
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
研
究
対
象
の
候
補
者
に
選
定
さ
れ
る
者
を
保
 
 

護
す
る
必
要
性
は
大
き
い
。
 
 
 

第
二
に
、
施
設
ご
と
の
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
は
構
造
的
な
欠
陥
を
抱
え
て
い
る
し
、
理
念
型
を
前
提
に
し
て
い
る
イ
 
 

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
は
理
念
型
に
程
遠
い
現
実
が
あ
る
。
科
学
的
審
査
は
概
ね
緩
や
か
で
、
倫
理
的
審
査
と
い
 
 

っ
て
も
説
明
文
爪
ェ
子
間
修
正
位
に
止
ま
る
。
説
明
と
い
っ
て
も
実
際
は
説
得
で
あ
り
、
多
く
は
研
究
を
実
施
し
易
い
よ
う
に
情
 
 

報
操
作
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
個
人
は
誤
解
や
錯
誤
に
基
づ
き
同
意
書
に
サ
イ
ン
す
る
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
個
人
の
判
断
は
 
 

自
発
的
に
は
行
わ
れ
に
く
く
、
行
き
掛
か
り
上
サ
イ
ン
せ
ざ
る
を
え
な
い
医
学
・
医
療
現
場
の
実
情
が
あ
る
。
故
に
、
医
療
機
 
 

関
・
研
究
者
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
研
究
対
象
の
候
補
に
選
定
さ
れ
る
者
を
保
護
す
る
必
要
性
は
大
き
い
。
 
 
 

第
三
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
は
、
本
人
が
同
意
能
力
を
欠
く
場
合
の
根
本
的
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
医
 
 

療
現
場
の
慣
行
と
し
て
代
行
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
「
自
己
」
決
定
で
は
な
く
他
者
決
定
で
あ
る
。
同
意
は
代
行
で
き
る
の
 
 

（
3
）
 
か
、
代
行
決
定
は
そ
の
理
念
型
す
ら
模
索
中
で
あ
り
、
同
意
能
力
の
定
義
、
判
定
基
準
、
判
定
方
法
、
判
定
者
、
代
行
決
定
の
 
 

根
拠
、
代
行
が
許
さ
れ
る
限
界
、
代
行
者
の
範
囲
、
代
行
者
を
選
任
す
る
者
、
選
任
手
続
き
、
裁
判
所
の
関
与
の
要
否
等
が
法
 
 

原
則
と
し
て
未
成
熟
で
あ
る
。
代
行
決
定
を
め
ぐ
る
現
実
は
医
療
現
場
任
せ
で
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
同
意
能
力
の
判
定
は
研
究
 
 

者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
能
力
が
減
少
な
い
し
疑
わ
れ
る
者
の
場
合
、
疑
わ
し
き
は
能
力
無
し
判
定
と
な
り
、
代
行
決
定
・
 
 

代
行
者
の
同
意
で
本
人
参
加
へ
導
か
れ
る
。
自
発
性
が
減
少
な
い
し
疑
わ
れ
る
者
の
場
合
、
疑
わ
し
き
は
自
発
性
を
判
定
せ
ず
 
 

従
っ
て
自
発
性
有
り
と
な
り
参
加
へ
導
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
本
人
は
、
容
易
に
他
者
に
搾
取
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
 
 

そ
う
で
な
い
個
人
に
比
し
著
し
い
劣
位
に
置
か
れ
る
。
故
に
、
他
者
の
同
意
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
研
究
対
象
と
さ
れ
る
者
を
保
 
 

JβJ  ∂β7   
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護
す
る
必
要
性
は
大
き
い
。
 
 
 

研
究
計
画
審
査
が
機
能
不
全
を
抱
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
参
加
に
個
人
の
自
己
決
定
の
形
が
利
用
さ
れ
、
自
己
 
 

決
定
に
理
念
上
、
実
務
上
の
問
題
が
付
き
ま
と
う
以
上
、
自
己
決
定
に
よ
る
処
理
の
形
に
は
自
ず
か
ら
な
る
限
界
が
設
け
ら
れ
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
の
方
向
が
個
人
の
平
等
権
に
よ
る
補
正
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
、
た
ま
た
ま
対
象
者
と
 
 

さ
れ
る
者
と
さ
れ
な
い
多
く
の
者
の
間
の
平
等
で
あ
る
。
次
に
、
対
象
者
た
ち
相
互
の
問
、
さ
ら
に
参
加
中
と
参
加
後
の
対
象
 
 

者
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
平
等
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
参
加
す
る
個
人
の
自
己
決
定
権
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
 
 

ン
セ
ン
ト
原
則
は
、
平
等
権
に
よ
っ
て
補
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

三
 
C
I
O
M
S
国
際
指
針
に
お
け
る
倫
理
原
則
の
問
題
認
識
お
よ
び
限
界
 
 
 

．
先
ず
、
こ
の
間
題
は
、
西
欧
で
は
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

1
 
C
－
O
M
S
倫
理
指
針
の
問
題
認
識
 
 

■
・
、
、
 
 
国
際
医
科
学
協
議
会
C
I
O
M
S
が
公
表
し
て
い
る
「
人
間
に
つ
い
て
の
生
物
医
学
研
究
の
た
め
の
国
際
的
倫
理
指
針
」
は
、
 
 

倫
理
の
一
般
原
則
と
し
て
、
人
間
の
尊
重
（
r
e
s
p
e
c
t
f
。
r
p
e
r
S
O
n
S
）
の
原
則
、
善
行
（
b
e
n
e
f
i
c
e
n
c
e
）
の
原
則
、
正
義
（
j
u
s
t
i
c
e
）
 
 

の
原
則
を
定
め
て
い
る
。
人
間
の
尊
重
の
原
則
は
、
「
自
律
の
尊
重
（
r
e
s
p
e
c
ニ
O
r
a
u
t
O
n
O
m
y
）
」
（
a
項
）
、
お
よ
び
「
自
律
が
 
 

損
な
わ
れ
ま
た
は
減
少
し
た
人
間
の
保
護
」
（
b
項
）
を
定
め
る
。
b
項
は
自
律
が
損
な
わ
れ
ま
た
は
減
少
し
て
依
存
関
係
に
あ
 
 

る
か
脆
弱
な
立
場
に
あ
る
弱
者
に
保
護
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
す
る
。
ま
た
、
正
義
の
原
則
は
、
研
究
参
加
の
負
担
 
 

及
び
利
益
を
公
平
に
分
配
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
こ
の
占
ぞ
脆
弱
な
立
場
に
あ
る
弱
者
（
≦
ヒ
n
e
r
a
b
－
e
p
e
r
s
O
n
S
）
を
他
の
人
々
 
 

と
区
別
し
特
別
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。
 
 

確
か
に
、
人
間
の
尊
重
原
則
b
項
は
同
意
能
力
を
欠
く
者
、
同
意
の
自
発
性
を
欠
く
者
な
ど
弱
者
の
特
別
の
保
護
を
求
め
る
 
 

点
で
、
ま
た
正
義
原
則
は
脆
弱
な
立
場
に
あ
る
弱
者
を
保
護
す
る
た
め
の
特
別
な
対
策
を
講
ず
べ
し
と
す
る
点
で
妥
当
な
原
則
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
研
究
対
象
ヒ
し
て
選
定
さ
れ
た
一
般
の
患
者
た
ち
で
、
一
般
原
則
が
想
定
す
る
子
ど
も
、
精
神
疾
患
患
者
な
ど
一
 
 

定
の
カ
テ
ゴ
リ
1
・
の
弱
者
で
な
い
者
は
、
こ
の
原
則
上
は
脆
弱
性
（
く
u
訂
r
a
b
i
－
i
t
y
）
を
も
つ
弱
者
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
そ
の
 
 

よ
う
な
、
一
般
の
患
者
た
ち
は
、
人
間
の
尊
重
の
原
則
a
項
の
自
律
の
尊
重
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
故
に
、
一
 
 

般
の
患
者
た
ち
の
脆
弱
な
立
場
の
保
護
の
問
題
は
、
人
間
の
尊
重
の
原
則
b
項
の
関
心
外
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
ご
と
 
 

の
研
究
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
が
形
ば
か
り
で
し
か
な
く
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
が
理
念
と
程
遠
い
現
 
 

実
に
あ
る
場
合
の
、
研
究
者
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
者
と
選
定
さ
れ
な
い
他
の
多
く
の
患
者
た
ち
と
の
間
の
平
等
の
問
題
は
、
 
 

正
義
の
原
則
の
関
心
外
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

2
 
C
l
O
M
S
倫
理
指
針
の
限
界
 
 
 

研
究
者
は
背
後
に
奉
る
医
科
学
研
究
共
同
体
の
知
の
総
体
を
背
負
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
研
究
対
象
（
候
補
）
者
は
、
説
 
 

明
同
意
文
書
に
基
づ
く
説
明
が
研
究
計
画
推
進
と
個
人
の
人
権
擁
護
と
の
デ
ィ
レ
ン
マ
に
は
中
立
で
あ
る
と
の
、
幻
想
に
近
い
 
 

前
提
に
依
存
し
、
社
会
関
係
の
不
均
衡
お
よ
び
情
報
の
著
し
い
非
対
称
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
自
律
の
尊
重
と
 
 

は
、
研
究
者
と
文
字
通
り
対
等
な
関
係
に
あ
っ
て
、
超
人
的
な
能
力
と
張
さ
を
具
え
た
研
究
対
象
者
に
し
か
あ
て
は
ま
ら
な
い
 
 

原
則
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
研
究
者
と
対
象
者
の
、
社
会
的
関
係
や
情
報
に
お
け
る
不
均
衡
を
少
し
で
も
是
正
し
よ
う
 
 

と
し
て
研
究
審
査
シ
ス
テ
ム
が
考
案
さ
れ
た
も
の
の
、
多
く
の
現
実
は
説
明
文
書
の
字
間
修
正
ぐ
ら
い
の
、
形
ば
か
り
の
機
能
 
 

し
か
果
た
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
義
原
則
は
臨
床
研
究
と
い
う
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
入
っ
て
来
た
「
あ
る
種
の
人
々
 
掴
 
 
 

∂ββ  
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（
例
え
ば
生
活
俣
護
を
受
け
る
患
者
、
特
定
の
人
種
や
少
数
民
族
、
施
設
に
収
容
さ
れ
た
人
々
、
な
ど
）
が
、
研
究
課
題
と
直
接
に
関
連
 
郁
 
 

し
た
理
由
か
ら
と
い
う
よ
り
は
、
利
用
し
易
さ
、
立
場
の
弱
さ
、
扱
い
や
す
さ
な
ど
の
理
由
だ
け
か
ら
、
系
統
的
に
被
験
者
に
 
 

（
5
）
 
 

選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
」
に
関
心
が
あ
り
、
臨
床
研
究
に
入
ら
な
か
っ
た
一
般
の
患
者
と
の
公
平
の
問
題
は
眼
中
に
 
 

な
い
よ
う
に
見
え
る
。
 
 
 

ミ
ル
の
「
昌
由
論
」
に
よ
る
と
、
自
由
主
義
の
原
則
で
は
、
「
①
判
断
能
力
の
あ
る
大
人
な
ら
、
②
自
分
の
生
命
、
身
体
、
 
 

財
産
に
関
し
て
、
③
他
人
に
害
を
及
ぼ
さ
な
い
限
り
、
④
た
と
え
そ
の
決
定
が
当
人
に
と
っ
て
不
利
益
な
こ
と
で
も
、
⑤
自
己
 
 

決
定
の
権
限
を
持
つ
」
と
さ
れ
、
こ
の
、
④
は
愚
行
権
と
呼
ば
れ
、
i
自
己
関
心
、
‖
1
1
自
己
理
解
が
最
大
、
小
1
1
1
誤
っ
た
干
渉
の
 
 

（
6
）
 
危
険
、
一
Ⅳ
個
性
と
自
発
性
の
尊
重
が
愚
行
権
の
理
由
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
愚
行
権
は
、
自
己
決
定
権
一
般
に
つ
い
て
は
妥
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
に
し
て
む
、
医
療
行
為
の
限
界
 
 

に
位
置
す
る
臨
床
研
究
へ
の
参
加
に
対
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
に
限
っ
て
考
え
れ
ば
、
当
て
は
ま
ら
な
い
 
 

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
自
己
決
定
一
般
で
は
、
十
分
に
説
明
を
聞
い
て
考
え
た
り
熟
慮
し
た
り
せ
ず
に
即
断
す
る
 
 

態
様
も
想
定
さ
れ
る
が
、
他
者
に
よ
っ
て
自
ら
の
身
体
に
加
え
ら
れ
る
侵
襲
行
為
に
対
し
体
を
丸
ご
と
使
っ
て
参
加
し
（
身
体
リ
 
 

ス
ク
）
、
あ
る
い
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
個
人
情
報
を
提
供
し
様
々
な
利
用
に
供
す
る
（
情
報
リ
ス
ク
）
こ
と
に
な
る
臨
床
研
究
に
お
 
 

け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
に
お
い
て
は
、
状
況
が
本
質
的
に
異
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
医
科
学
技
術
の
発
展
に
伴
い
新
し
い
治
療
・
診
断
・
予
防
法
等
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
増
大
す
る
一
方
で
あ
る
。
 
 

研
究
の
動
機
と
な
る
知
的
好
奇
心
は
研
究
者
の
本
性
に
属
し
、
本
来
際
限
が
な
い
。
研
究
活
動
は
人
間
の
尊
厳
の
一
側
面
と
主
 
 

張
す
る
法
学
者
も
い
る
。
研
究
の
依
頼
者
と
研
究
者
の
経
済
的
関
係
は
意
図
的
な
い
し
非
意
図
的
な
偏
り
の
原
因
と
な
り
、
様
々
 
 

な
利
益
相
反
は
結
果
の
信
頼
性
を
損
ね
て
い
る
。
研
究
を
実
施
す
る
側
と
対
象
者
の
情
報
の
非
対
称
、
力
関
係
の
差
は
大
き
い
。
 
 
 

対
象
者
が
病
人
の
場
合
は
、
社
会
的
力
関
係
、
情
報
量
の
落
差
は
著
し
く
、
脆
弱
な
立
場
に
置
か
れ
る
。
臨
床
研
究
を
め
ぐ
る
 
 

こ
れ
ら
の
普
遍
的
な
構
造
は
、
不
公
正
ま
た
は
不
適
正
な
研
究
の
行
わ
れ
る
素
地
を
形
成
す
る
。
こ
の
よ
う
な
臨
床
研
究
を
め
 
 

ぐ
る
状
況
は
、
自
己
決
定
権
一
般
を
め
ぐ
る
状
況
に
比
べ
、
個
人
を
著
し
く
脆
弱
な
立
場
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

C
I
O
M
S
倫
理
原
則
は
、
人
間
の
尊
重
原
則
a
項
の
、
自
律
の
尊
重
の
理
念
に
過
度
に
も
た
れ
か
か
り
、
臨
床
研
究
に
お
 
 

け
る
施
設
ご
と
の
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
が
機
能
不
全
に
あ
る
現
実
お
よ
び
研
究
対
象
者
の
置
か
れ
る
不
均
衡
な
状
況
と
 
 

い
う
現
実
を
捨
象
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
自
律
の
尊
重
は
、
第
三
者
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
 
 

コ
ン
セ
ン
ト
原
則
が
十
分
に
機
能
し
て
初
め
て
成
り
立
つ
。
C
I
O
M
S
倫
理
原
則
は
、
そ
の
意
味
で
現
実
か
ら
遊
離
し
た
倫
 
 

理
原
則
と
評
す
る
べ
き
で
あ
り
、
研
究
の
実
施
に
好
都
合
と
い
う
意
味
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
と
評
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

ま
た
、
研
努
者
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
対
象
候
補
者
や
対
象
者
は
視
野
に
入
っ
て
い
る
が
、
選
定
さ
れ
た
者
と
選
定
さ
れ
な
い
 
 

、
 

多
く
の
患
者
と
の
平
等
の
問
題
は
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
視
野
狭
窄
に
陥
っ
て
い
る
も
の
と
 
 

批
判
し
得
る
。
 
 

四
 
研
究
対
象
者
が
有
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
権
利
と
平
等
権
の
関
係
 
 

そ
れ
で
は
、
こ
の
間
題
を
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
人
権
論
上
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

研
究
対
象
者
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
権
利
は
、
よ
り
基
礎
を
な
す
憲
法
上
の
諸
権
利
の
土
台
の
上
に
載
っ
て
 
 

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
7
）
 
 

一
般
的
に
、
研
究
対
象
者
の
権
利
は
、
次
の
よ
う
な
複
合
構
造
を
有
し
て
い
る
（
私
見
）
。
 
 
 

最
基
層
に
人
間
の
尊
厳
が
あ
る
。
学
問
・
研
究
の
自
由
を
含
む
す
べ
て
の
自
由
・
人
権
は
こ
れ
に
由
来
す
る
。
そ
の
上
に
、
 
刷
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そ
の
裏
返
し
の
表
現
と
し
て
、
非
人
道
的
な
、
ま
た
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
を
受
け
な
い
権
利
が
あ
る
。
 
 
 

そ
の
上
の
、
基
層
を
な
す
諸
権
利
と
し
て
生
命
権
な
ど
と
並
ん
で
平
等
権
が
あ
る
。
 
 
 

平
等
権
と
は
、
ま
ず
、
参
加
者
と
し
て
他
の
病
人
た
ち
に
比
し
不
平
等
な
扱
い
を
受
け
な
い
権
利
で
あ
る
。
参
加
し
な
け
れ
 
 

ば
受
け
る
こ
と
に
な
る
標
準
的
方
法
（
も
し
標
準
的
方
法
が
な
い
場
合
は
研
究
に
参
加
し
な
い
場
合
に
受
け
る
ケ
ア
）
を
受
け
る
こ
と
 
 

に
よ
る
対
象
者
の
益
が
研
究
参
加
に
よ
り
著
し
く
損
ね
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
、
参
加
者
と
非
参
加
者
と
の
間
の
平
等
の
 
 

問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
斗
の
説
明
の
順
序
と
し
て
、
参
加
候
補
者
に
、
ま
ず
参
加
し
な
い
 
 

場
合
の
選
択
肢
か
ら
説
明
を
始
め
る
べ
し
と
す
る
の
は
、
こ
の
席
題
意
識
の
反
映
で
あ
る
。
次
に
、
緊
急
状
態
、
意
識
不
明
、
 
 

精
神
疾
患
、
施
設
入
院
中
、
見
込
み
の
な
い
病
人
な
ど
は
、
や
や
も
す
る
と
、
自
己
の
病
気
と
の
関
係
の
薄
い
臨
床
研
究
に
巻
 
 

き
込
ま
れ
、
他
の
病
人
た
ち
に
比
し
不
平
等
な
扱
い
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
参
加
者
間
の
平
等
の
問
題
が
あ
る
。
 
 

対
照
群
の
選
択
、
プ
ラ
シ
ー
ボ
群
の
許
容
性
に
こ
の
問
題
が
現
れ
る
。
加
え
て
、
参
加
中
と
参
加
後
の
間
に
お
け
る
平
等
の
問
 
 

題
が
あ
る
。
研
究
終
了
後
の
結
果
利
用
可
能
性
は
こ
の
た
め
の
エ
夫
で
あ
る
。
 
 
 

基
層
を
な
す
諸
権
利
の
上
に
、
上
層
を
な
す
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
権
利
な
ど
の
諸
権
利
が
載
っ
て
い
る
。
 
 
 

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
権
利
と
は
、
何
人
も
、
能
力
を
欠
く
と
適
正
に
判
断
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
臨
床
研
究
に
 
 

参
加
し
な
い
場
合
の
選
択
肢
、
具
体
的
な
臨
床
研
究
の
意
義
、
目
的
、
方
法
、
効
果
、
予
測
さ
れ
る
危
険
性
・
不
快
、
質
問
す
 
 

る
権
利
、
参
加
し
な
い
自
由
、
参
加
を
拒
否
す
る
自
由
、
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
医
療
・
補
償
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
説
 
 

明
を
受
け
、
理
解
し
た
う
え
で
、
自
発
的
に
同
意
す
る
こ
と
な
し
に
臨
床
研
究
を
受
け
な
い
権
利
で
あ
る
。
 
 
 

基
層
の
諸
権
利
は
上
層
の
諸
権
利
の
土
台
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
故
、
上
層
の
権
利
は
、
よ
り
基
層
の
権
利
に
よ
っ
て
 
 

修
正
さ
れ
、
限
界
付
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

そ
う
す
る
と
、
完
璧
な
い
し
十
分
な
実
施
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
な
い
以
上
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
は
 
 

平
等
権
に
よ
っ
て
補
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

五
 
研
究
対
象
者
の
犠
牲
・
負
担
 
 

さ
て
、
個
々
の
対
象
者
に
と
っ
て
臨
床
研
究
は
、
日
常
診
療
と
異
な
り
、
ど
の
よ
う
な
本
質
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

診
療
p
r
a
c
t
i
c
n
－
こ
は
「
個
々
の
患
者
ま
た
は
診
療
を
受
け
る
人
の
福
利
を
高
め
る
た
め
に
の
み
考
案
さ
れ
た
介
入
」
で
あ
り
、
 
 

研
究
r
e
s
e
a
邑
－
と
は
「
仮
説
を
検
証
し
結
論
を
導
き
出
せ
る
よ
う
に
し
、
そ
こ
か
ら
一
般
化
で
き
る
知
見
（
：
‥
‥
）
を
見
出
す
、
 
 

（
8
）
 
 

も
し
く
は
見
出
す
契
機
と
な
る
よ
う
に
考
案
さ
れ
た
行
為
」
を
い
う
が
、
実
際
に
は
こ
の
境
界
は
判
然
と
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
 
 
 

l
 
臨
床
研
究
の
本
質
 
 
 

具
体
的
な
病
人
の
治
療
が
臨
床
研
究
で
あ
わ
せ
て
目
的
と
さ
れ
る
場
合
、
研
究
に
応
じ
る
病
人
の
犠
牲
・
負
担
は
認
識
さ
れ
 
 

に
く
い
。
研
究
者
・
医
師
は
、
こ
れ
を
認
識
し
た
と
し
て
も
患
者
と
し
て
や
む
を
え
な
い
も
の
と
み
な
す
傾
向
が
あ
る
。
な
ぜ
 
 

な
ら
、
治
療
行
為
の
側
面
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
も
と
も
と
医
療
技
術
は
過
去
多
く
の
患
者
た
ち
の
犠
牲
 
 

な
い
し
は
貢
献
の
、
い
わ
ば
人
柱
の
上
に
成
立
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
以
来
の
伝
統
的
な
規
範
は
、
医
師
に
は
眼
前
の
患
者
に
対
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
義
務
が
あ
る
こ
と
を
教
え
 
 

て
い
る
。
よ
n
ノ
良
い
治
療
法
、
予
防
法
な
ど
を
目
指
し
て
研
究
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
二
義
的
、
副
次
的
と
考
え
ら
れ
る
 
 

は
ず
で
あ
∴
る
。
「
私
の
患
者
わ
健
康
が
ま
ず
第
一
に
配
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
、
然
る
後
に
「
人
々
の
健
康
を
守
る
こ
と
 
 

が
医
師
の
使
命
で
あ
る
」
。
い
ず
れ
も
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
の
言
葉
だ
が
、
前
文
で
の
叙
述
の
順
序
は
こ
の
逆
に
な
っ
て
い
て
、
病
 
 

人
・
素
人
に
は
違
和
感
畠
与
え
る
。
 
 

すタフ  
∫・▼；   
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も
と
も
と
有
効
性
や
安
全
性
の
評
価
に
お
い
て
未
知
数
の
治
療
法
等
Ⅹ
が
使
わ
れ
る
、
医
療
の
限
界
に
位
置
す
る
行
為
が
臨
 
脚
 
 

床
研
究
で
あ
る
。
最
善
の
医
療
を
提
供
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
Ⅹ
が
日
常
の
診
療
に
有
用
か
ど
う
か
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
 
 

そ
臨
床
研
究
は
行
わ
れ
る
。
Ⅹ
が
使
わ
れ
得
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
具
体
的
患
者
の
益
に
な
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
 
 

研
究
に
応
じ
る
個
々
の
病
人
に
と
っ
て
未
知
数
で
あ
る
こ
と
の
不
安
自
体
も
犠
牲
・
負
担
に
他
な
ら
な
い
。
 
 
 

ま
た
研
究
者
と
し
て
の
義
務
と
医
師
と
し
て
の
義
務
に
は
、
義
務
の
衝
突
の
お
そ
れ
が
内
在
す
る
。
例
え
ば
、
Ⅹ
と
対
照
群
 
 

と
な
る
治
療
法
C
の
益
と
危
険
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
き
、
そ
れ
ま
で
の
文
献
や
経
験
上
何
が
証
明
さ
れ
て
い
る
か
の
解
釈
に
つ
き
、
 
 

研
究
計
画
書
の
解
釈
と
異
な
る
研
究
者
・
医
師
の
場
合
が
あ
亀
Ⅹ
と
C
に
つ
き
、
好
み
や
自
信
に
差
が
あ
る
研
究
者
・
医
師
 
 

の
場
合
も
あ
る
。
二
重
目
隠
し
法
、
観
察
期
間
、
プ
ラ
シ
ー
ボ
群
を
お
く
研
究
計
画
書
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
、
義
務
の
 
 

衝
突
を
伴
う
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

具
体
的
に
研
究
に
応
じ
る
対
象
者
を
選
定
す
る
に
つ
い
て
、
従
前
の
治
療
に
、
あ
る
範
囲
で
反
応
し
て
い
る
患
者
を
参
加
さ
 
 

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
医
師
と
し
て
義
務
の
衝
突
が
生
じ
う
る
。
 
 
 

本
来
、
一
人
一
人
の
患
者
の
具
体
的
な
症
候
、
疾
病
、
診
断
像
、
好
み
、
価
値
観
な
ど
に
注
意
深
く
分
け
入
っ
て
調
べ
て
い
 
 

く
な
ら
ば
、
具
体
的
な
患
者
一
人
一
人
に
つ
き
、
Ⅹ
と
C
の
間
に
、
益
と
リ
ス
ク
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
こ
と
が
果
た
し
て
存
 
 

（
9
）
 
在
す
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
参
加
さ
せ
た
後
で
も
、
研
究
計
画
書
遵
守
か
患
者
個
人
へ
の
忠
実
か
で
義
務
の
衝
突
は
生
じ
う
る
。
も
ち
ろ
ん
、
 
 

臨
床
研
究
で
な
け
れ
ば
行
わ
れ
な
い
高
い
頻
度
の
検
査
も
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
き
、
評
価
項
目
や
症
例
選
定
条
件
の
絞
り
込
み
、
使
用
量
・
使
用
方
法
の
弾
力
化
、
手
厚
い
ケ
ア
、
 
 

頻
繁
な
担
当
医
師
の
診
察
な
ど
に
よ
っ
て
、
い
く
ら
か
の
埋
め
合
わ
せ
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
と
え
結
果
 
 
 

的
に
身
体
に
寒
い
結
果
が
発
生
し
な
い
場
合
で
も
、
上
述
の
よ
う
な
不
確
実
さ
、
義
務
の
衝
突
の
お
そ
れ
が
あ
っ
て
行
わ
れ
る
 
 

臨
床
研
究
に
お
い
て
、
研
究
に
応
じ
る
対
象
者
に
犠
牲
・
負
担
は
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
日
常
の
診
療
に
も
不
 
 

確
実
さ
、
実
験
的
要
素
は
つ
き
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
病
人
個
人
に
対
す
る
実
験
的
治
療
で
す
ら
義
務
の
衝
突
の
お
そ
れ
 
 

が
存
し
な
い
占
…
で
、
臨
床
研
究
の
場
合
と
は
本
質
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

2
 
対
照
群
の
選
択
・
プ
ラ
シ
ー
ボ
群
の
許
容
性
 
 

臨
床
実
験
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
治
療
法
が
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
状
態
に
の
み
複
数
の
治
療
法
の
比
較
を
行
う
こ
と
が
正
 
 

当
化
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
い
ず
れ
の
治
療
法
が
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
状
態
」
に
つ
い
て
、
臨
床
的
平
衡
c
－
1
n
i
c
a
－
e
q
u
i
p
O
i
s
e
と
 
 

（
1
0
）
 
 

い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
科
学
的
な
証
拠
に
基
づ
く
理
論
的
均
衡
は
旛
床
家
の
好
み
や
意
思
決
定
の
複
推
さ
に
よ
り
変
 
 

動
す
る
の
で
、
も
ろ
く
崩
れ
や
す
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
臨
床
的
均
衡
す
な
わ
ち
臨
床
的
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
間
で
い
ず
れ
の
治
 
 

療
法
が
よ
い
か
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
し
な
い
状
態
が
比
較
実
験
を
行
う
こ
と
で
d
i
s
t
u
r
b
さ
れ
る
と
期
待
で
き
る
場
合
に
 
 

の
み
、
比
較
実
験
を
開
始
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
均
衡
概
念
を
プ
ラ
シ
ー
ポ
対
照
実
験
に
適
用
す
 
 

る
と
、
標
準
治
療
が
存
在
し
な
い
の
な
ら
ば
、
有
効
性
・
安
全
性
が
不
確
か
な
新
し
い
治
療
法
と
プ
ラ
シ
ー
ボ
と
の
間
に
均
衡
 
 

が
成
立
し
、
プ
ラ
シ
ー
ボ
対
照
が
許
容
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
理
論
的
均
衡
が
成
り
立
っ
て
も
、
実
験
に
参
加
す
る
 
 

医
師
が
、
薬
は
効
く
と
い
う
思
い
込
み
の
裏
返
し
で
あ
ろ
う
か
、
プ
ラ
シ
ー
ポ
使
用
に
罪
悪
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
日
本
の
 
 

臨
床
の
現
場
で
は
、
臨
床
的
均
衡
は
成
立
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
は
、
l
均
衡
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
対
象
者
 
 

の
適
格
基
準
を
明
確
に
し
、
い
ず
れ
か
の
治
療
法
に
よ
っ
て
害
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
患
者
は
最
初
か
ら
排
除
す
る
必
要
が
 
 

ぁ
る
が
、
適
切
に
注
意
深
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
実
験
は
、
内
的
妥
当
性
は
得
ら
れ
て
も
、
外
的
妥
当
性
二
般
化
可
能
性
、
す
 
 

な
わ
ち
実
験
環
境
外
で
個
々
の
患
者
も
し
く
は
母
集
団
全
般
に
適
用
し
難
い
場
合
も
あ
る
。
 
 

＝し、．く   
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先
進
国
の
標
準
治
療
が
途
上
国
に
な
い
場
合
、
途
上
国
で
の
プ
ラ
シ
ー
ボ
対
照
実
験
は
、
実
施
地
域
内
で
の
均
衡
が
成
立
し
 
 

て
い
る
と
言
え
る
か
。
こ
の
問
題
は
、
出
資
・
依
頼
国
た
る
ア
メ
リ
カ
で
す
で
に
H
I
V
母
子
感
染
の
標
準
的
予
防
法
が
確
立
 
 

し
た
後
に
サ
ブ
∴
ワ
ハ
ラ
、
タ
イ
な
ど
で
行
わ
れ
た
N
i
d
O
言
d
i
n
e
短
期
間
療
法
の
プ
ラ
シ
ー
ボ
対
照
臨
床
実
験
で
、
ブ
ラ
シ
1
 
 

U
肝
n
 
 

ボ
群
を
お
い
た
こ
と
の
倫
理
的
当
否
を
め
ぐ
つ
て
提
起
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
の
臨
床
的
均
衡
の
概
念
、
な
い
し
は
そ
の
成
立
基
盤
の
危
う
さ
を
批
判
し
て
登
場
し
た
不
確
実
性
u
n
n
e
r
t
a
i
n
t
y
の
概
念
 
 

は
、
い
ず
れ
も
臨
床
実
験
に
参
加
す
る
対
象
者
相
互
の
平
等
を
目
指
す
の
み
な
ら
ず
、
参
加
す
る
患
者
と
参
加
し
な
い
多
数
の
 
 

患
者
と
の
間
の
平
等
を
目
指
す
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
凱
る
。
 
 
 

3
 
具
体
的
な
研
究
計
画
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
臨
床
研
究
の
意
義
 
 
 

日
本
で
開
発
さ
れ
承
認
さ
れ
た
新
薬
の
う
ち
、
き
わ
め
て
有
意
義
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
残
り
は
あ
ま
り
 
 

（
1
2
）
 
 

意
味
の
な
い
も
の
で
、
同
種
同
効
品
が
き
わ
め
て
多
い
と
の
批
判
が
あ
る
。
同
種
同
効
品
ま
た
は
意
義
の
乏
し
い
医
薬
品
候
補
 
 

物
質
に
つ
い
て
の
臨
床
実
験
へ
の
参
加
は
、
そ
の
よ
う
な
率
直
な
説
明
は
決
し
て
さ
れ
な
い
か
ら
、
対
象
者
の
錯
誤
を
利
用
し
、
 
 

対
象
者
の
身
体
を
他
者
の
経
済
的
利
益
追
求
の
客
体
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

臨
床
実
験
に
お
け
る
対
照
群
の
選
択
に
お
い
て
、
Ⅹ
群
と
C
群
間
の
差
を
証
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
優
越
性
試
験
の
み
 
 

な
ら
ず
、
Ⅹ
群
が
C
群
に
対
し
て
予
め
決
め
ら
れ
た
マ
ー
ジ
ン
以
上
劣
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
非
劣
性
試
 
 

験
が
日
本
で
は
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
非
劣
性
試
験
の
統
計
学
上
の
根
拠
を
理
解
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
仮
に
そ
の
点
を
暫
く
 
 

置
く
と
し
て
も
、
非
劣
性
が
公
平
に
説
明
さ
れ
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
対
象
者
の
錯
誤
は
同
意
の
無
効
 
 

す
ら
引
き
起
こ
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

一
九
九
七
年
爪
り
G
C
P
法
制
が
被
験
者
の
文
書
に
よ
る
同
意
を
義
務
付
け
た
こ
と
か
ら
、
被
験
者
が
減
り
、
「
治
験
の
空
洞
化
」
 
 

が
懸
念
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
で
合
成
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
外
で
治
験
を
実
施
し
良
い
成
績
が
出
た
後
に
 
 

日
本
に
持
ち
込
む
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
製
薬
企
業
の
医
薬
品
開
発
に
支
障
を
き
た
す
し
、
も
っ
ぱ
ら
海
外
の
被
験
者
の
 
 

デ
ー
タ
に
依
存
す
る
と
の
国
際
的
批
判
を
招
き
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
不
可
欠
の
臨
床
研
究
を
阻
害
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 

そ
の
た
め
、
被
験
者
募
集
広
告
の
解
禁
、
被
験
者
へ
の
「
協
力
費
」
の
支
払
い
、
診
療
所
で
も
治
験
が
で
き
る
仕
組
み
の
導
入
、
 
 

「
医
師
主
導
の
治
験
」
の
導
入
、
大
規
模
治
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
被
験
者
は
「
創
某
ボ
 
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
も
て
は
や
さ
れ
る
が
、
裏
を
返
せ
ば
「
葉
菜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
あ
る
。
 
 
 

4
 
個
々
の
対
象
者
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
臨
床
研
究
の
意
義
・
益
・
危
険
性
 
 
 

研
究
計
画
の
段
階
・
レ
ベ
ル
で
ク
ラ
ス
と
し
て
の
対
象
者
が
適
正
に
選
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
研
究
実
施
段
階
に
お
け
る
選
 
 

定
が
適
正
に
な
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
一
は
、
研
究
計
画
書
の
選
定
基
準
を
無
視
し
た
り
デ
ー
タ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
 
 

り
す
る
科
学
的
非
行
が
あ
る
。
例
え
ば
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
抗
が
ん
剤
2
5
4
S
の
臨
床
実
験
に
お
い
て
、
 
 

対
象
者
の
骨
髄
機
能
、
肝
機
能
、
腎
機
能
等
の
デ
ー
タ
が
改
ざ
ん
さ
れ
本
来
選
定
で
き
な
い
は
ず
の
患
者
が
対
象
者
に
選
定
さ
 
 

（
1
3
）
 
 

れ
た
。
ま
た
卵
巣
が
ん
に
対
す
る
高
用
量
の
C
A
P
療
法
と
C
P
療
法
の
無
作
為
化
比
較
実
験
お
よ
び
G
・
C
S
F
有
用
性
検
討
 
 

に
か
か
る
金
沢
大
学
病
院
事
件
で
も
、
係
争
中
で
は
あ
る
が
、
十
分
な
腎
機
能
を
有
し
な
い
患
者
が
対
象
者
に
選
定
さ
れ
た
疑
 
 

（
‖
）
 
 

い
が
あ
る
 

そ
の
二
は
、
桝
究
計
画
書
の
選
定
条
件
を
適
正
に
満
た
す
場
合
で
も
、
①
研
究
に
応
じ
る
参
加
藷
二
人
叫
人
の
病
歴
、
診
断
 
 

像
、
予
後
な
ど
佃
別
化
さ
れ
た
配
慮
が
な
さ
れ
、
不
適
当
と
判
断
さ
れ
る
と
き
は
選
定
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
研
究
継
続
中
に
 
 

不
適
当
と
判
断
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
き
は
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
既
存
の
方
法
に
反
応
し
効
果
を
あ
げ
て
い
る
病
人
 
 

は
原
則
と
し
て
選
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
あ
る
程
度
の
改
善
に
止
ま
る
と
き
に
な
お
改
善
の
見
込
ま
れ
る
新
し
い
方
法
で
あ
 
 、）ヾ〔－  
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れ
ば
、
厳
格
な
リ
ス
ク
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
評
価
に
基
づ
き
、
選
定
の
許
容
範
囲
で
あ
ろ
う
。
③
研
究
参
加
の
意
思
に
不
当
な
影
 
欄
 
 

響
が
及
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
同
意
の
自
発
性
が
確
保
さ
れ
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
④
主
治
医
が
い
る
と
き
は
、
 
 

候
補
者
の
同
意
を
得
た
上
で
主
治
医
と
協
議
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
研
究
者
の
問
題
意
識
と
し
て
す
ら
上
が
っ
て
来
て
い
な
い
し
、
分
析
や
検
討
は
行
わ
れ
て
い
 
 

な
い
。
 
 

六
 
第
三
者
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
．
の
現
実
 
 

1
 
対
象
者
に
対
し
研
究
者
が
利
益
相
反
の
原
因
と
な
り
う
る
事
由
の
審
査
 
 

ス
ポ
ン
サ
ー
 
 
 

何
よ
り
も
、
研
究
者
が
研
究
対
象
者
に
対
し
て
利
益
相
反
の
原
因
と
な
り
う
る
出
資
・
依
頼
者
と
の
関
係
の
審
査
が
重
要
で
 
 

ぁ
る
。
す
な
わ
ち
、
臨
床
研
究
に
お
け
る
出
資
・
依
頼
者
と
研
究
者
と
の
間
の
経
済
的
関
係
の
透
明
化
の
審
査
が
必
要
と
考
え
 
 

ら
れ
る
が
、
治
験
に
お
い
て
も
そ
の
一
部
し
か
審
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
益
相
反
の
懸
念
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
は
、
倫
理
審
査
警
貝
会
の
審
査
に
供
す
る
た
め
、
研
究
者
に
対
し
、
資
金
提
供
、
出
資
・
依
頻
者
、
関
連
 
 

組
織
と
の
関
わ
り
、
そ
の
他
起
こ
り
う
る
利
害
衝
突
に
つ
い
て
の
情
報
を
倫
理
審
査
委
貞
会
に
提
供
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
 
 

い
る
（
1
3
条
）
。
ま
た
2
7
条
は
、
刊
行
に
お
い
て
資
金
源
、
関
連
組
織
と
の
関
わ
り
、
そ
の
他
す
べ
て
の
起
こ
り
う
る
利
害
の
衝
 
 

突
を
明
示
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
G
C
P
は
、
治
験
審
査
委
貞
会
に
対
し
、
治
験
の
費
用
に
関
す
る
審
査
を
義
務
付
け
 
 

た
（
省
令
G
C
P
㍊
条
）
。
こ
れ
は
、
治
験
の
実
施
に
関
し
て
治
験
依
頼
者
が
支
払
う
金
銭
の
う
ち
、
医
療
機
関
へ
の
委
託
研
究
費
 
 

を
透
明
化
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

出
資
・
依
頼
者
か
ら
医
療
機
関
及
び
研
究
者
に
は
委
託
研
究
費
、
ケ
ー
ス
カ
ー
ド
作
成
代
、
論
文
執
筆
代
、
謝
礼
、
奨
学
寄
 
 
 

付
金
、
検
査
費
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
の
金
銭
そ
の
他
の
経
済
的
利
益
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
出
資
・
依
頼
者
と
医
療
機
関
及
 
 

び
研
究
者
個
人
と
の
間
の
経
済
的
関
係
は
バ
イ
ア
ス
の
原
因
と
な
り
う
る
こ
と
か
ら
、
医
学
研
究
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
 
 

透
明
性
を
求
め
た
も
の
で
、
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
出
資
・
依
頼
者
と
の
知
的
財
産
に
関
す
る
取
決
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
 
 

の
情
報
も
含
ま
れ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
製
薬
企
業
か
ら
医
療
機
関
へ
の
委
託
研
究
費
以
外
の
、
研
究
者
個
人
・
関
係
団
体
等
に
対
す
る
謝
礼
、
原
稿
料
、
 
 

奨
学
寄
付
金
等
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
の
金
銭
の
流
れ
、
そ
の
他
の
経
済
的
援
助
を
透
明
化
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
医
 
 

学
研
究
社
会
に
お
け
る
研
究
費
の
慢
性
的
不
足
の
実
情
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
を
開
示
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

2
 
臨
床
研
究
の
科
学
性
・
倫
理
性
の
審
査
 
 
 

研
究
者
か
ら
独
立
し
た
専
門
的
多
勢
的
審
査
が
十
分
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
 
 
 

こ
と
に
、
毒
性
デ
ー
タ
、
有
害
事
象
と
副
作
用
の
仕
分
け
、
臨
床
研
究
以
外
の
環
境
で
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
選
択
肢
な
い
 
 

し
標
準
的
治
療
法
等
の
評
価
は
、
l
施
設
の
審
査
委
員
会
に
は
負
担
が
重
過
ぎ
る
し
、
実
際
に
も
実
質
的
な
審
査
は
行
わ
れ
て
 
 

い
な
い
。
良
く
て
中
途
半
端
で
あ
り
、
通
常
で
も
説
明
同
意
文
書
の
字
句
修
正
ぐ
ら
い
に
終
わ
っ
て
い
る
。
 
 

例
え
ば
、
．
施
設
の
委
員
会
が
問
題
を
提
起
し
よ
う
に
も
多
施
設
で
実
施
さ
れ
る
た
め
統
言
ザ
イ
ン
の
変
更
は
事
実
上
困
 
 

難
で
、
施
設
と
し
て
計
画
に
参
加
す
る
か
否
か
の
選
択
肢
し
か
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
多
施
設
共
同
研
究
の
計
画
の
審
査
が
施
 
 

設
ご
と
に
な
さ
れ
る
不
合
理
を
示
し
て
い
る
。
 
 

施
設
ご
と
軍
容
寧
ソ
ス
テ
ム
で
あ
る
か
ら
、
必
要
十
分
な
委
員
の
人
材
を
研
究
機
関
ご
と
に
確
保
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
 
 

で
あ
る
。
非
専
門
家
の
参
加
と
い
っ
て
も
、
施
設
の
事
務
職
貞
の
参
加
な
ど
独
立
審
査
に
は
ほ
ど
遠
い
。
内
部
委
員
に
審
査
手
 
 

当
て
は
通
常
支
給
さ
れ
な
い
。
研
究
の
盛
ん
な
機
関
ほ
ど
施
設
ご
と
の
負
担
が
過
重
に
な
る
。
審
査
時
間
も
十
分
と
は
い
え
な
 
脚
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い
の
が
実
情
で
あ
る
。
 
 
 

研
究
の
出
資
・
依
頼
者
、
研
究
実
施
施
設
、
研
究
実
施
者
か
ら
の
独
立
性
は
確
保
さ
れ
な
い
。
 
 

七
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
現
実
 
 

1
 
理
念
か
ら
の
帝
離
 
 
 

研
究
対
象
者
に
対
し
て
、
説
明
・
同
意
の
文
書
化
が
G
C
P
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
治
験
に
お
い
て
す
ら
、
誤
解
さ
せ
る
よ
う
 
 

エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
 
 

な
曖
昧
な
説
明
文
が
用
い
ら
れ
、
治
験
に
参
加
し
な
い
場
合
吼
標
準
的
治
療
法
な
ど
の
選
択
肢
、
治
験
の
意
義
、
評
価
項
目
、
 
 

参
加
し
た
場
合
爪
り
不
利
益
、
リ
ス
ク
に
つ
き
十
分
な
開
示
な
し
に
説
明
さ
れ
、
ま
た
、
あ
る
い
は
理
解
で
き
な
い
か
、
断
れ
な
 
 

い
状
況
で
実
施
さ
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
。
 
 
 

2
 
 少
な
か
ら
ぬ
説
明
同
意
文
書
に
見
ら
れ
る
問
題
点
 
 
 

侶
 
治
験
薬
概
要
書
に
お
け
る
候
補
物
質
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
、
と
り
わ
け
そ
の
危
険
性
が
治
験
実
施
計
画
書
（
プ
ロ
ト
コ
ル
）
 
 

に
的
確
に
便
映
さ
れ
な
い
場
合
、
説
明
同
音
支
書
は
プ
ロ
ト
コ
ル
の
水
準
以
下
の
記
述
に
止
ま
る
か
ら
、
正
確
な
危
険
性
が
治
 
 

験
審
査
委
貞
会
で
審
査
さ
れ
な
い
。
 
 
 

甜
 
研
究
対
象
者
の
関
心
範
囲
で
あ
る
臨
床
研
究
の
意
義
、
実
験
性
、
危
険
性
に
つ
き
、
説
明
同
意
文
書
の
記
述
が
プ
ロ
ト
 
 

コ
ル
と
の
等
価
性
を
有
し
な
い
場
合
、
専
門
技
術
性
の
放
と
い
う
こ
と
で
審
査
に
お
い
て
見
逃
さ
れ
る
。
 
 
 

㈲
 
対
象
者
が
当
該
臨
床
研
究
に
参
加
し
な
い
場
合
の
医
療
な
い
し
ケ
ア
の
記
述
が
曖
昧
で
あ
り
、
従
っ
て
、
研
究
に
参
加
 
 

す
る
意
義
が
曖
昧
で
あ
る
。
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
い
き
な
り
専
門
技
術
的
な
研
究
の
目
的
か
ら
始
ま
 
 

る
説
明
は
理
解
凶
難
で
あ
る
。
他
の
治
療
方
法
の
説
明
は
、
そ
れ
が
明
確
に
存
在
し
な
い
場
合
こ
そ
明
確
に
説
明
さ
れ
る
が
、
 
 

そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
説
明
が
漠
然
と
し
て
い
て
、
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
理
解
で
き
ず
、
他
の
治
療
方
法
と
研
究
さ
れ
る
方
 
 

法
と
の
長
所
・
短
所
の
比
較
も
で
き
な
い
。
 
 
 

㈲
 
各
ア
ー
ム
の
リ
ス
ク
・
副
作
用
の
説
明
は
あ
る
が
、
参
加
す
る
こ
と
や
し
な
い
こ
と
の
リ
ス
ク
・
負
担
に
つ
い
て
の
説
 
 

明
が
な
い
。
 
 
 

㈲
 
各
ア
ー
ム
の
リ
ス
ク
は
デ
ー
タ
の
み
記
載
し
、
そ
の
総
合
的
な
評
価
を
欠
く
か
ら
、
各
ア
ー
ム
の
リ
ス
ク
の
比
較
が
素
 
 

人
に
は
困
難
で
あ
る
。
 
 
 

㈲
 
理
解
の
程
度
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
よ
う
な
記
述
が
あ
る
が
、
確
認
の
方
法
は
不
明
で
あ
る
。
 
 
 

3
 
説
得
と
化
し
て
い
る
現
実
 
 
 

説
明
は
説
得
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
説
得
と
化
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
 
 
 

4
 
対
象
者
の
理
解
 
 
 

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
一
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
権
利
は
、
医
学
・
医
療
の
素
人
で
あ
る
患
者
の
理
解
を
ど
う
確
保
す
る
か
、
理
解
し
た
 
 

こ
と
を
ど
う
や
っ
て
確
か
め
る
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
 
 
 

「
患
者
は
、
そ
の
医
療
分
野
で
専
門
家
に
な
る
決
意
が
な
け
れ
ば
、
実
際
の
と
こ
ろ
自
己
決
定
は
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
 
 

か
。
」
「
経
験
一
〇
年
の
医
師
が
い
た
と
し
よ
う
。
あ
な
た
は
、
単
な
る
患
者
だ
。
医
学
部
卒
業
に
要
す
る
六
年
を
加
え
て
、
一
 
 

六
年
の
経
験
や
学
ん
だ
こ
と
を
理
解
す
る
の
に
は
、
平
均
し
て
も
ー
六
年
は
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
三
＝
痕
駄
…
・
：
古
い
知
識
 
 

や
関
係
な
い
知
識
…
…
を
除
い
た
と
し
て
も
、
一
～
二
年
は
か
か
る
だ
ろ
う
。
…
…
 
十
分
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
 
 

ト
 
の
た
め
に
は
医
師
は
一
～
二
年
を
か
け
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
‥
…
」
。
 
 
 

こ
れ
は
や
や
樋
山
哺
な
表
現
だ
と
し
て
も
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
に
対
す
る
根
本
的
な
問
顆
提
起
の
一
つ
で
 
制
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